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読書紹介バザールを終えて

「読書紹介バザール」後の生徒の感想

〇 人、それぞれいろいろな本を紹介してくれて、読んでみたい、おもしろい、感動した、と

いう本がたくさんありました。また、やりたいです。

〇 いろいろな店をまわって、たくさんの本と出合うことができた。読みたいと思った本はぜ

ひ読みたいと思う。また、このような学習をしたいと思う。

〇 本をなんだかいっぱい読みたくなった。

〇 今まで分からなかった本をおもしろそうに話をしていて、いっぱい本を読みたくなりまし

た。本はいいなあと思いました。

〇 みんなの本の紹介を聞いて、読んでみたいと思う本がたくさんあり、本を読む機会が増え

そうです。読書紹介バザールは楽しかったです。

〇 自分の思いつかないようなアイディアを見ることができてよかった。いろいろな紹介の仕

方を見ることができたので参考になった。

〇 発表をしていて、真剣になって話を聞いてくれたり、一生懸命作ったチラシを見たりして

感想を言ってくれる人がいて、とてもうれしかった。失敗したりできなかったことを反省し

て、もう一度バザールをやりたくなった。

〇 自分が感じた本のことをよく伝わるように紹介して、今度はお客さんの目を見て、お客さ

んと会話をして、体を使ったりして、お客さんも自分も楽しく本について伝わるように紹介

したい。

〇 絵を使ったり自分が特に伝えたい文は色つきにしたりして、お客さんが楽しんで聞けるよ

うにした。お客さんが飽きないように長々とした話をせずに、大切なところだけを短めに話

した。

〇 なかなか自分の思ったように相手に気持ちを伝えられなかった。また最初にお客さんが来

たとき、何を言うのか全く分からなくなり、自分がきちんとした段取りができていないこと

が分かった。

〇 発表をしていて真剣になって話を聞いてくれたり、一生懸命作ったチラシをみて感想を言

ってくれる人がいて、とてもうれしかった。失敗したり、できなかったことを反省して、も

う一度バザールをやりたくなった。

〇 最初は恥ずかしくて「いらっしゃーい」など言えませんでしたが、何回もやっているうち

に慣れ、最後は「いらっしゃーい」と言えました。もっとやりたかったです。

〇 少し緊張したけれど、思っていたよりスラスラ進んだ。ふだん、あまり話さない人にも紹

介したのでよかった。

〇 紹介するのが、とてもおもしろく、説明しているのが夢中になってしまった。


